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平成２９年度仙北市立角館小学校 校長室だより 美しく咲け 夢に向かって ～ なかよく かしこく たくましく ～

●あいさつ●あんぜん

●あい読書●あとしまつ

平成29年１２月６日（水）

ＰＴＡ１０周年記念事業

１１月２８日（火）３校時から、本校体育館において、秋田ノーザン・
ハピネッツの田口成浩選手が、全校児童を対象に講演してくださ
いました。この講演会は、１０周年記念ＰＴＡ事業として、田口選手の
ご好意やＰＴＡ執行部の熱いラブコールもあり実現がかないまし
た。田口選手は、ステージ上からフロアに下りて、全校児童の中に
入って子供たちとのコミュニケーションを楽しみながらお話をして
いたきました。講演要旨の一部を紹介します。
○バスケットボールとの出会い
野球少年だった小・中学校時代は最後のシーズンもレギュラーに

なれず残念だった。その後身長が伸びてきて自分の運動能力を生
かすためにバスケットボールに転向し、高校はバスケットボール部に入った。スタートが遅かった分朝練習や、
部活動後の自主練習など人一倍努力して試合に出れるようになり、試合で結果を残せるようになった。
○プロになるまで
高校時代は全県２位までになり、もっとバスケットボールを続けたい

と大学でもバスケを続け、「うまくなりたい」「勝ちたい」という気持ち
を持ち続け努力した結果、技も身につき、結果も出せるようになった。

大学４年生で就職が決まりかけていたが、ハピネッツからプロへの
誘いがあり、自分の夢にかけてみようと思った。最初の自分の夢がか

なった時だった。

○新しい夢
今の夢はＢリーグで１番になることと東京オリンピックに出るこ

と。今Ｂリーグを代表する選手たちが日本代表としてワールドカッ
プ一次予選でオーストラリアやフィリピンと戦い、負けてしまった。
自分がその場に出れないということがくやしい。日本代表に入り
たい。それが今の夢だ。
○何のために夢が必要か
「大人になって成功するため」「将来のため」などただ漠然とな

りたい自分を考えているだけではだめだ。未来の自分のため、夢
を実現するために、今できることは何か、今がんばらなければ、今
やらなければならないことを具体的に実行していくことが大事
だ。夢を持つことで今の自分が努力すべき事が見つかる。その努
力から逃げることは簡単だ。できないことにチャレンジしていくこ
とが人として強くなっていく。夢を持ってほしいし持ち続けて欲し
い。『夢を持てば意識が変わる。意識が変われば行動が変わる。行動が変われば習慣が変わる。習慣が変わ
れば人格が変わる。夢を追い続けてがんばれば人生が変わる』夢から逃げないで追い続けることが一番大
事なことだ。
○最後に「両親や先生への感謝」についてのお話があり、児童代表からの質問にも丁寧に答えていただきま
した。予定時間を３０分以上オーバーして、後輩への熱い熱いメッセージをいただきました。
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１１月２９日（水） 秋田県教育委員会が実施している「秋田の教育資産を活用した海外交流促進事業」の「タ
イ王国連携教育機関関係者による県内学校視察」として、タイ王国の教育局・小中学校の校長・教諭など２５
名、県教育庁義務教育課・南教育事務所長などの関係職員９名、仙北市教育委員会３名など計３７名のみなさ
んが本校の授業や学校経営について視察に訪れました。学校の特色ある取組等について校長が説明した
後、Ｔ．専門監の国語の授業、特別支援、算数、理科、音楽などの授業や校内施設を視察し、その後は、学校の
取組や授業についての質疑応答などの協議が行われました。日本、特に学力日本一といわれる秋田県の小
中学校の学校経営や授業がどのように行われているのか、その良さをタイの教育に取り入れるための視察
で、授業内容や子供たちの様子について熱心に参観していました。
タイの先生方からは、「子供たちが課題意識をもち、生き生きと意欲的に学習に向かっていること」「子供

たち同士の話合いで授業が進められていること」「どの学級の授業も、同じスタイルで行われていて、質の高
い授業が行われていること」「校内環境整備が行き届いていること」などの感想をいただきました。
子供たちも「サワデー・クラップ（カー）」〈こんにちは・さようなら〉「コップン・カー」〈ありがとう〉などのあ

いさつでもてなしてくれました。

授業参観 １１：５５ ～ １２：４０ 各教室等
１０周年記念コンサート １３：００ ～ １４：４０ 体育館
学年懇談 １４：５５ ～ １６：００ 学年教室

※当日は子供たちは弁当持参になります。よろしくお願いいたします。

※１２月１１日（月）振替休業日になります。


